
 

（医療機関名：滝宮総合病院） 

今後の医療機関としての役割等について 

議論の論点 医療機関の役割等 

１病院の状

況 

建替え等による病床機能の変化（別紙「病床再編成の経緯」参照） 

  当院では、2005 年から 2025 年までに高齢者の脳卒中、心疾患の患者が 23％増加すると

するデータを基に 2010 年県策定の地域医療再生計画（中讃医療圏）において、急性期から

リハビリ期に移行した患者の受入等を行う後方支援病院としての機能を強化することと

し、2012 年病院建替に際し 35 床の回復期リハ病棟を新設し、さらに総病床数を 22 床削減

した。2025 年中讃医療圏の推計人口は約 5.8％減少するものの、病気発症後から在宅復帰

までにある程度の療養期間が必要となる 70 歳以上の高齢者は逆に増加傾向にある事から、

政府が進める地域包括ケアシステムに貢献するため 2016 年迄に急性期一般病床を 111 床

削減 98 床とし、43 床を回復期リハ、46 床を地域包括ケアに転換、地域住民の救急受入・

手術、回復期、地域包括ケア病棟での在宅復帰支援迄の機能を担うとともに、地域医療機

関、介護サービス事業所・介護施設との連携による患者受入にも注力している。 

  当院としては、他の病院等との再編統合を検討する必要はなく、下記に述べる現在の医

療機能を維持し、他病院との連携を強化しながら、綾川町地域に欠かせない病院として地

域医療を担っていくこととしている。 

（床） 

 許可 

病床数 

高度 

急性期 
急性期 回復期 慢性期 備考 

建替え前 

（H24年 7月以前） 
209  209   

（他に人間ﾄﾞｯｸ 4

床あり） 

建替え後 

（H24 年 8 月） 
187  152 35  

（他に人間ﾄﾞｯｸ 4

床あり） 

R 元年 

病床機能報告 
187  98 89  

（他に人間ﾄﾞｯｸ 4

床あり） 

2025 年 

予定病床数 

病床機能報告 

187  98 89  
（他に人間ﾄﾞｯｸ 4

床あり） 

 

２急性期医

療の実績

について 

診療実績の状況（別紙「平成 30 年度急性期一般病床等における患者区分の実績」参照） 

 当院の 2018 年度における急性期一般病床の 1日平均患者数は、病床数 98 床（ﾄﾞｯｸ４床

除く）に対し 76.5 人、稼働率 78.1％、うち急性期治療実績（600 点以上）の患者は、68.8

人稼働率は 89.9％であり、病床機能報告で急性期病床としている一般病棟 98 床のうち７

割を占めている。これは、がん、急性期心筋梗塞、急性期脳血管障害等の特に診療実績が

少ないとされた疾患以外の急性期患者が多く利用していることを示しており、また、綾川

町（人口 23,000 人）の一般病床は実質的に当院の 98 床が全てであることから、当地区に

は不可欠な病床となっている。 

 さらに、県が行う入院患者実績調査によっても、令和元年 7月 1日から同 7日までの平

均で、高度急性期、急性期患者を 61.4 名／98 床受入れており、病床機能報告において、

急性期病棟として報告するに十分な稼働状況を有していると考えている。 

資料４－２ 



２急性期医

療の実績

について 

診療実績件数 

       （単位：件）   

診療項目 診療実績 備考 

（１）がん  （H30 実績） 

  

肺・呼吸器 0  （   0 ） 

乳腺 0  （  16 ） 

消化器  2 （  20 ） 

泌尿器  2 （  42 ） 

放射線療法 3 （  34 ） 

（２）心筋梗塞等の心血管疾患    

  
手術 2 （   9 ） 

心カテ 10  （  69 ） 

（３）脳卒中(超急性期脳卒中

加算等) 
1  （  12 ） 

（４）救急医療    

  
大腿骨骨折  5 （  43 ） 

救急車受入件数 75 （1,187） 

 
ウォークインを含む時間外

患者数 
173 （2,274） 

（５）小児医療    

  
小児入院医療管理料  0 （   0 ） 

新生児集中治療室管理料  0 （   0 ） 

 夜間小児救急医療件数    

（６）周産期医療  0 （   0 ） 

  
分娩件数  0 （   0 ） 

ハイリスク分娩管理料  0 （   0 ） 

（７）その他急性期治療実績 

・急性肺炎 

 ・脳梗塞、脳出血 

・骨折（大腿骨・四肢） 

・心不全、狭心症 

      

      19 

     16 

     18 

     15 

 

（ 245 ） 

（ 155 ） 

（ 134 ） 

（ 124 ） 
 



 

＜入院患者実態調査報告：計算シート より＞ 

・香川県医務国保課 入院患者実態調査の実施 報告 

※医療資源投入量＝ 

患者１日当り診療報酬－入院基本料－リハビリテーション料 

 

 令和元年 7 月 1 日～7 月 7 日 

 一般病棟（３Ｆ西：５２床・４Ｆ東：４６床） ９８床 結果報告 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 合計 

12.6 人 48.8 人 15.7 人 4.1 人 81.2 人 

 

高度急性期 医療資源投入量 ３，０００点以上 

  急性期   医療資源投入量   ６００点以上３，０００点未満 

  回復期   医療資源投入量   １７５点以上  ６００点未満 

  慢性期   医療資源投入量   １７５点未満 

３個々の病

院の指定

状況とそ

の役割 

① 指定状況 

 当院は、へき地拠点病院、二次救急医療機関として、平成 30 年度において救急車 1,187

件（平成 30 年度）受入れており、綾川町（人口 23,000 人）の一般病床は実質的に当院の 98

床が全てである状況で、他の医療機関で代替できない医療機能を提供していると自負してい

る。 

指定状況 平成 30 年度における実績 

へき地拠点病院 １件 （H31 年度 2 件） 

2 次救急医療機関  救急車 1,187 件 Walkin2,716 件 

 

② 各病院の独自の取組み 

○ 強度変調放射治療の実施 

  ・強度変調放射線治療にも取組み、放射治療専門医 2名体制により、平成 30 年度に 1,884

件（H30.7 から）の実績があり、当院の独自の取組みとして力を入れている。 

 ○ 予防医療の充実 

・予防医療にも重点を置き. 早期発見・早期治療を実現する医療体制を整備している。 健

診数は県下最多である。（企業、住民、組合員 38,519 人／年） 

 ・放射線科機能として PET 診断（PET-CT：1,805 件／年）と複数専門医による放射線治療

（治療医 2名体制による強度変調治療にも対応）2,827 件／年を行っている。 

 ・県内でも有数の内視鏡治療件数（5,929 件／年）を実施している。 

 ※件数は 30 年度実績 

取組の内容 平成 30 年度における実績 

強度変調放射線治療の

実施 

放射線治療専門医２名体制による実施（30 年 7 月より） 

強度変調放射線治療 1,884 件（209 件／月）9 ヶ月 

県下全域を対象とした

健診事業 

施設 11,503 件、巡回 24,273 件、泊ﾄﾞｯｸ 1,305 件、 

PETCT がん健診 461 件、肺がん CT 健診 977 件、 

計 38,519 件、特定保健指導 199 件） 

 

 



４近隣の病

院との機

能連携・

役割分担

の状況 

① 近隣の病院との機能連携・役割分担の状況 

  近隣の病院との間では、下表のとおり競合することなく、互いの医療機能を

踏まえた連携等を行っている。 

近接する医療機関が競合するものとして、一律に近隣の病院と診療実績を比

較するような評価は、地域の医療機関間の連携の実情を無視したものと考えて

いる。 

 

病院名 機能連携・役割分担の状況 

香川大学医学部付

属病院・県立中央病

院・労災病院等 

【後方支援機能】 

・当院から高度急性期病院へ 46 件 

・高度急性期から当院（急性期病床）へ 117 件 

【ポストアキュート機能】 

・高度急性期病院から当院回復期・地域包括ケア病棟へ 53 件 

      

開業医、楽々苑、岡

本荘、松林荘、紅山

荘等 

【医療介護連携・サブアキュート機能】 

・当院から介護施設等へ   173 件 

・開業医、介護施設等から当院へ   647 件 

※件数には、入院、施設入所者のみを計上しており外来通院患者は含んで

いない。 

労災病院、日赤、坂

出市立病院、三豊総

合病院他 

 

【がん診断】 

・高度急性期病院等からの紹介による PET-CT 画像診断 1,206

件 

 

②転棟・転院の状況 

 上記の他病院、院内急性期以外の病棟及び介護施設等との連携の具体的な状況

は以下のとおりである。 

（単位：件、日） 

 

 

 

転棟・転院先 件数 平均在院日数 

院内急性期➡ 

院内急性期以外病床 
430 件 17.1 日 

院内急性期➡ 

院外急性期病床 
58 件 13.6 日 

院内急性期➡ 

院外急性期以外病床 
24 件 26.9 日 

院内急性期➡ 

院外介護施設等 
92 件 19.6 日 
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